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海洋科学と養殖の国際セミナー（マレーシア）に参加しました 

 

                           尾鷲水産研究室 辻 将治 

 

2013 年 3 月 19 日から 21 日にかけて、マレーシア共和国サバ州コタキナバルで開催さ

れた「International Seminar On Marine Science and Aquaculture 2013 “Ocean health and Our 
Future”」に参加しました。本セミナーは、世界の海洋水産資源と水産養殖に関する最新

の研究成果の発表と、情報共有および議論を目的に、マレーシア国立サバ大学ボルネオ

海洋研究所が中心となり、近畿大学、世界自然保護基金（WWF）、サバ州公園局、サバ

州漁業課、マレーシア科学技術革新省との共同で開催されました。本セミナーには、マレ

ーシア内の大学、研究機関のほか、日本、台湾、香港、フィリピン、イラン、オーストラ

リア、カナダ、オランダなどから 100 人以上の研究者が参加し、海洋科学部門と養殖部門

に分かれて口頭・ポスターで研究発表が行われました。 
筆者は、当研究室でマハタの種苗生産技術

開発に取り組んでおり、本セミナーの養殖部

門で、「マハタ仔稚魚の飼育水温と仔稚魚の

生残、形態異常の関係」について、仔稚魚の成

長は高水温が良いが、生残率および形態異常の

出現率を考慮すると 25～26℃の水温が適して

いることを口頭発表しました。筆者と同様の研

究では、サバ大学のグループにより Giant 
Grouper（タマカイ）と Tiger Grouper の交雑種

の形態異常について発表されており、不適切な

飼育水温がハタ類の種苗生産において形態異

常の原因になりやすいとの情報が得られまし

た。 
日本では、形態異常魚は商品価値がなくな

り、生産効率を低下させる大きな問題となって

います。本セミナーでは、東南アジアでハタ類

の種苗生産に携わる複数の研究者と意見交換

する場があったので日本の状況を伝えたとこ

ろ、形態異常は発生するが大きな問題として捉

えていないし、実際の魚の売買でも問題になら

ないとのことでした。先のサバ大学の研究者

も、生残に大きく影響する重度の形態異常の発

生要因を解明することを目的としているが、形
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写真 1．国際セミナー研究発表会場 

写真 2．ハタ類の親魚水槽 

（サバ大学ボルネオ海洋研究所） 
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態異常は売買に影響しないとのことであり、国

民性の違いを考えさせられました。 
セミナー終了後、サバ大学ボルネオ海洋研究

所を視察させていただきました。ここでは、タ

マカイ、ナポレオンフィッシュ、ナマズなどの

種苗生産が行われています。東南アジアでは、

ハタ類の養殖魚が中華海鮮料理の食材として

人気がありますが、特に人気が高いのがマハタ

属のタマカイです。タマカイは希少性が高く、

白身で身が柔らかく、適度に脂があり、中華料

理に向いています。また、成長も良く、病気に

強い一方、大型魚であるにも関わらず比較的お

となしい性格であり、飼育しやすいことが人気

の理由となっています。ここでは 1 尾あたり

50～100kg ほどの親魚が飼育されていますが、

メス親魚の成熟促進が困難であるため、先に紹

介したタマカイ（雄）と Tiger Grouper（雌）を

交雑させた生産に取り組まれているようです。

一方、ヤイトハタやクエなど茶褐色のハタ類は

日本とは異なり人気がなく、安価なようです。

このほか、魚の飼育水槽の上部に鶏の飼育小屋

を設置し、鶏糞が魚の餌になるような複合（陸

・海）養殖システムの研究にも取り組んでいま

した。 
視察中、サバ大学の学生やスタッフから、日

本のハタ類養殖に対して様々な質問をいただ

きました。マレーシアを含む東南アジアでは、

魚類養殖業の成功で生活水準が大きく向上す

るため、学生やスタッフは共に研究および技術

習得に対してとても熱心であり、危機感を覚え

ました。これら東南アジアの国々は将来には日

本のライバルになる可能性があります。そのた

め、日本の魚類養殖業に携わる研究者の一人と

して、彼らに負けない熱意を持って研究に取り

組み着実に成果をださなければならないと感

じました。 
 

写真 3．タマカイ親魚 

写真 5．サバ大学ボルネオ海洋研究所 

から望む夕日 

写真 4．複合養殖システム 

鶏の飼育小屋（上）と魚の飼育水槽（下） 
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カリグスの移動率の結果を表 1 に

示します。遮光側に寄生魚を収容し

た場合は平均 25％のカリグスが光

照射側の魚に移動しました。一方、

光照射側に寄生魚を収容した場合、

カリグスは全く遮光側の魚に移動し

ませんでした。この結果から、マダ

イ寄生カリグスの成虫は、正の走光

性により、暗い所にいる魚から明る

い所にいる魚に移動することが明ら

かになりました。 

 

おわりに 

三重県の養殖マダイでは、カリグス寄生症例の多くは遮光幕を用いずに飼育していた魚

で確認されています。また、平成 17 年の一漁場の発生例では、遮光幕を施していない 0

歳魚の生簀の多くでカリグスの寄生によると思われる緩慢遊泳が認められたのに対し、遮

光していた 1、2 歳魚では遊泳異常は観察されませんでした。この漁場では、遮光していた

1、2 歳魚から、遮光していなかった 0 歳魚にカリグスが移動したのかもしれません。この

ような本症の発生傾向と、今回明らかになった、カリグス成虫の正の走光性による魚間移

動の性質を考えあわせると、マダイ養殖においては、稚魚期から一貫して遮光幕を施すこ

とが本症の予防に有効ではないかと考えられます。 

 

表 1．異なる光条件下でのカリグス成虫の魚間移動 
光条件 試験開始時に 非寄生魚に

（寄生魚の 寄生魚に付いて 移動した 移動率
収容場所） いたカリグス数 カリグス数 （％）

遮光側  
試験1 6 1 17
試験2 12 2 17
試験3 3 1 33
試験4 3 1 33

光照射側
試験1 19 0 0
試験2 10 0 0
試験3 1 0 0
試験4 6 0 0
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三重県における麻痺性貝毒の発生状況 

水圏環境研究課 畑 直亜 
 

はじめに 

 麻痺性貝毒とは、貝毒プランクトンが産生する毒で、二枚貝の毒化を引き起こします。

毒化した二枚貝をヒトが食べると麻痺を主症状とする食中毒を起こし、重篤な場合には死

に至ることもあるため、公衆衛生上の問題となるだけでなく、水産物の安心・安全確保の

観点からも重要な問題です。二枚貝の毒化は自然現象で、予防は困難であるため、生産海

域で貝毒プランクトンの発生状況と二枚貝の毒化状況を監視し、毒化した二枚貝の出荷・

流通を防止することで食中毒の防止が図られています（図 1）。  

昨年 4 月には、大阪府で天然のムラサキイガイを採取して食べた住民が中毒症状となり、

マスコミを大きく賑わしたことから、麻痺性貝毒の危険性が広く再認識されました。三重

県では麻痺性貝毒のモニタリングが開始されてから麻痺性貝毒による食中毒の発生はあり

ませんが、今後も二枚貝の毒化を的確に監視し、食中毒の発生を未然に防止していくこと

が重要です。  

ここでは、過去 32 年間（1980～2011 年）の貝毒モニタリングデータを解析した結果、

県内における麻痺性貝毒による二枚貝の毒化状況、原因プランクトンの分布や出現の特徴、

毒化予測に必要な原因プランクトンの出現密度と二枚貝の毒量との関係など、的確な貝毒

監視のために必要な知見が得られましたので、その成果についてご紹介します。  

 

二枚貝の毒化状況 

 県内でモニタリングが行われてきた主な海域は図 2 に示した 7 海域です。これら海域の

図 1. 麻痺性貝毒による食中毒とその防止  図 2. モニタリング海域  
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中で、麻痺性貝毒によって二枚貝の出荷自主規制が行われた事例について表 1 にまとめま

した。国内では二枚貝の貝毒検査（マウス試験）で 4MU/g という基準値を超えた場合に出

荷自主規制を実施するように定められています。出荷自主規制事例は、伊勢湾を除く 6 海

域で確認されています。二枚貝の種類は、ヒオウギ、ムラサキイガイ、マガキ、アサリな

どで、特にヒオウギは高毒化し、規制期間も長くなる傾向がありました。県内では 8 種類

の貝毒プランクトンが確認されていますが、このうち原因となったプランクトンは、

Alexandrium catenella（以下、カテネラ）、Alexandrium tamarense（以下、タマレンセ）、

Gymnodinium catenatum（以下、カテナータム）の 3 種類で、三重県ではこれらプランクト

ンの発生監視が重要であることがわかりました。  

 

原因プランクトンの分布 

 図 3 に原因プランクトンの海域別の出現頻度（年数）を示しました。カテネラとタマレ

ンセは、県下ほぼ全域に分布しており、さらにカテネラは英虞湾以南で、タマレンセは北

部海域ほど、出現頻度が高いことがわかりました。またカテナータムは、英虞湾～錦海域

にかけて分布していることがわかりました。以上の結果から、それぞれの海域で注意すべ

き原因プランクトンが明らかになりました。  

海域 プランクトン

年 調査地点
対象種

(最高値：MU/g)
規制期間

(日)
優占種

(最高値：細胞/ml)
鳥羽海域

1989 鳥羽 ムラサキイガイ (5.3) 4月14日～5月8日 (25) Alexandrium sp. (0.15)
1991 小浜 ムラサキイガイ (6.2) 5月13日～記録なし A. tamarense (9)
1993 小浜 ムラサキイガイ (9.1) 4月8日～記録なし Alexandrium sp. (43.7)
2006 浦村 ムラサキイガイ (21.5) 4月5日～5月10日 (36) A. tamarense (19)

マガキ (5.9) 3月29日～4月17日 (20)
的矢湾

2002 磯部 ムラサキイガイ (5.6) 6月13日～7月4日 （22） A. catenella (46)
2006 磯部 マガキ (5.8) 3月23日～4月17日 （26） A. tamarense (195)

英虞湾
1994 立神，和具 ヒオウギ (7.2) 6月2日～6月20日 (19) A. catenella (502.9)
1996 立神，神明 ヒオウギ (23 2) 7月2日～8月27日 （57） A. catenella (65)
1998 立神，神明 ヒオウギ (28.4) 5月21日～8月27日 （84） A. catenella (1410)
2005 立神 ヒオウギ (11.6) 4月13日～7月6日 (85) G. catenatum (33)

五ヶ所湾
1994 船越 アサリ (9.4) 6月16日～7月7日 (22) A. catenella (220)

神原，船越，宿浦 ヒオウギ (12.7) 6月16日～7月21日 (36)
1996 下津浦，宿浦 ヒオウギ (17 5) 6月18日～8月27日 (71) A. catenella (240)
1998 迫間浦 アサリ (6.5) 5月21日～6月10日 （21） A. catenella (250)

下津浦, 宿浦 ヒオウギ (24.0) 5月28日～7月16日 （50)
阿曽浦～錦海域

2008 阿曽浦 ヒオウギ (11.0) 6月12日～7月16日 (35) A. catenella (1.25)
尾鷲湾

2009 白石湖 マガキ (15.9) 2月25日～3月18日 （22） A. catenella ( 24)

二枚貝

*1 : 避寒漁場の古和浦で毒化したヒオウギが英虞湾に移植されたものと推定。
Gymnodinium catenatum の細胞密度は，古和浦での記録（英虞湾では麻痺性貝毒原因種は検出されず）。

表 1. 麻痺性貝毒による二枚貝の出荷自主規制事例  








